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いたばし学び支援プラン 2025 資料 

 
                                                                                                            
 
 
 
 

 

将来像の実現に向けた３つの基本的方向性 

➊ これからの社会を生き抜く力の育成 

➋ 子どもの学びを保障する教育環境の確保 

➌ 地域と共に学び合う教育の推進 

 

学び支援プラン 2025 では３つの基本的方向性を次のように捉える 

➊ 予測困難な時代における「これからの社会を生き抜く力の育成」 

➋ 多様性と向き合い誰一人取り残さない「子どもの学びを保障する教育環境の確保」 

➌ 一人ひとりの可能性とチャンスを拡げる「地域と共に学びあう教育の推進」 

 
 
 
 
 

教育を取り巻く環境が急激に変化する時代にあって、課題解決と施策の方向性を明確にするためには、 

戦略的視点 からのアプローチが不可欠 

☞ ３つの戦略的視点 

 
 

 

 教育ビジョン２０２５がめざす将来像 

▶ 地域が支える教育の板橋“いきいき子ども！あたたか家族！はつらつ先生！”  

▶ 地域を創る教育の板橋“学び合う、学び続ける人づくり！” 

板橋区教育ビジョン 2025 

ＳＤＧｓ 

超スマート社会（Ｓｏｓｉｅｔｙ5.0） 

人生 100 年時代 マルチステージと生涯学習 カーボンニュートラル 

令和の日本
型学校教育 

ダイバシティ＆インクルージョン 

３５人学級 
プログラミング 

教育 

ＳＴＥＡＭ教育 
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ニューノーマル 

Ⅰ ＳＤＧｓにおける「誰一人取り残さない」という基本理念のもとでの「ＥＳＤ※」 

Ⅱ 学校におけるデジタル技術の活用促進（ＤＸ）に向けた「ＧＩＧＡスクール構想」 

Ⅲ 生涯にわたり学び続けるための「学びの循環」   ※ Education for Sustainable Development 

持続可能な開発のための教育           
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■人材育成のキーワード（自立・貢献・共生・創造） 

学び支援プラン 2025がめざす人材育成のキーワードは「自立・貢献・共生・創造」 

 
４つの 
資質・能力 

 

 

ＳＤＧｓの理念の実現、超スマート社会（Society5.0）の到来、「人生 100年時代」への対応、新たな感染症への備えなど急激

に社会が変化し予測が困難な時代において、４つの資質・能力を備えた人材、即ち「自立した人間として、社会に貢献し、地球

市民として共生に努めながら、新たな価値を創造する人材」を育成することをめざす。 

 

  

■事業の４つの柱 

教育ビジョン 2025は、３つの基本的方向性に沿った９つの重点施策を掲げている。 

学び支援プラン 2025においても、これら重点施策ごとに個別事業を体系化しているが、特に、最重点事業（柱となる事業）とし

て次の４つを掲げ推進する。 
柱Ⅰ 「保幼小接続・小中一貫教育の推進」 

柱Ⅱ 「板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）の推進」 

柱Ⅲ 「教職員の働き方改革」 

柱Ⅳ 「誰一人取り残さないための居場所づくり」 

 

自立 ：自ら考え判断し、行動する力 

貢献 ：他者や社会のためになることに進んで取り組む態度 

共生 ：他者の話に耳を傾け、力を合わせて課題を解決する力 

創造 ：ゼロからイチをつくり出す力 


